
問人権・市民協働課（内線 474）

特集２

原爆死没者の慰霊と平和祈念の黙とうを
　原爆死没者のご冥福を祈り、世界の恒久平和の実現を
願って、１分間の黙とうをお願いします。
・広島平和記念日　
８月６日㈭ 、午前８時15分
・ながさき平和の日
８月９日㈰ 、午前11時２分
・戦没者を追悼し平和を祈念する日　
８月15日㈯ 、正午

広島の高校生が描いた原爆の絵＆	
富田林の中学生が描いた原爆の絵本展
とき　8月８日㈯、９日㈰
ところ　エコール・ロゼ３階通路
参加費　無料（当日直接会
場へ）
問新日本婦人の会富田林
支部〔☎（24）3209〕

平和　考を       える平和　考を       える
戦争展戦争展

入場
無料8   ７     　9金 日月　 日  　～　 日

すばるホール 3 階展示室
午前９時～午後５時

第 42 回

『福井空襲を生きのびて』
大木 幸子さん

『阿波丸に消えた父』
 占部 邦彦さん

カメラの前で語られた、
私たちがまだ知らない戦争の記憶・・・

【戦争の記憶―地域の体験者が語る―】

企画展示１

　本市では昨年、戦後80年の節目に、地域の戦争体験

者の声を次の世代へ伝えるための映像作品『戦後80年　

あなたは何を語り継ぎますか』を制作しました。

　本作品に収録した４人の市民の戦争体験をパネル展

示や映像でご覧いただけます。

戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の
尊
さ
や
平
和
の
大
切
さ
、

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

■ 平和記念講演会
　梅本さん、中谷さんより、満州からの引き揚げや当時

の暮らしぶり、平和への願いを語っていただきます。

とき　８月８日㈯、午後２時～３時

ところ　２階小ホール（当日直接会場へ）

　　　『満州引き揚げの記憶』
梅本 翠さん

講演

　　　『少年が見た戦争の空』
中谷 忠三さん

講演

ソ連領満州からの引揚者（昭和館）
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満蒙開拓の真実～国策移民の実像と悲劇～
（満蒙開拓平和記念館）

5

定例展示１

　大阪大空襲に関する写真パネルや、戦時下の生活

用品や市民の遺品などの現物資料、本市の 15 年戦

争年表などを紹介します。

【大阪大空襲・戦時下の富田林】
　長崎原爆資料館の資料やリトル・ボーイの模型などを

展示し、広島と長崎の原爆被害を伝えます。

　本市が長崎より受け入れた被爆樹木二世（クスノキ）

も紹介します。

【ヒロシマ・ナガサキ】

定例展示２

企画展示２

とき ８月８日㈯ とき ８月９日㈰

10:30 人形劇　「こんこんのかさ」「３枚のおふだ」
出演：人形劇団 Zoo っと

10:30 ヒーローショー　出演：超新星スバルファイブ

11:00
～

12:30
映画上映①

「がんばれスイミー」
「手ぶくろを買いに」
「ちいちゃんのかげおくり」
「夏服の少女たち」

11:30
～

12:00
マジックショー　出演：マジッククラブスマイル

14:00
～

15:00

平和記念講演会
梅本さん、中谷さんより、満州からの引き揚げや当時
の暮らしぶり、平和への願いを語っていただきます。

14:00
～

15:30
映画上映② ①と同じ

平和記念講演会・こどもイベントのスケジュール　　ところ　２階小ホール（当日直接会場へ）

【満
ま ん

蒙
も う

開拓と引き揚
あ

げ―なぜ人々は満州へ渡ったのか―】
希望を胸に満州へ渡った人々、そこで待ち受けていたものとは・・・

　市民の戦争体験として語られた満州引き揚げ。 

　国策として進められた満蒙開拓から、海を渡った人々の暮らし、そして、

その地にもともと暮らしていた人々の存在。さらに、敗戦後の歩みまでを

パネルで紹介します。

♦市内小学生の非核・平和ポスター
♦市内中学生の被ばく体験絵本
♦広島へ届ける折り鶴コーナー
♦みんなの平和メッセージボード
♦平和の図書コーナー
♦遊んで平和を考える！こどもコーナー

展示やワークショップ・参加型コーナー

PICKUP 一
人
芝
居
を
通
じ
て
、

一
人
芝
居
を
通
じ
て
、
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を

次
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へ
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へ

　
本
市
の
中
学
校
で
は
、
沖
縄
修
学
旅
行
に
向

け
た
事
前
・
事
後
学
習
と
し
て
、
俳
優
で
あ
り
、

ふ
る
さ
と
富
田
林
応
援
団
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
も

あ
る
谷
ノ
上  

朋
美
さ
ん
に
よ
る
一
人
芝
居
「
ゆ

ん
た
く
し
ま
し
ょ
う
ね
」
を
上
演
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
、
大
阪

と
沖
縄
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
谷
ノ
上
さ
ん

が
、
沖
縄
戦
で
家
族
を
亡
く
し
た
祖
母
の
壮
絶

な
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
一
人
芝
居
で
す
。

　
谷
ノ
上
さ
ん
は
、
本
市
を
は
じ
め
全
国
の
教

育
機
関
や
行
政
、
平
和
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
の
上
演
を
通
し
、
い
の
ち
と
向
き
合

い
「
自
分
の
命
を
大
切
に
し
て
生
き
る
こ
と
」

を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

谷
ノ
上

谷
ノ
上    

朋
美
さ
ん

朋
美
さ
ん第三中学校
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